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1 総会報告 

 第 24 回甲南英文学会定期総会が、6 月 28 日（土）13 時 00 分より甲南大学 221 号教室で開

催され、以下の議題が審議されました。 

(1) 2007 年度決算報告 

会計（山口徳一氏）より 2007 年度収支決算が報告され、合わせて会計監査の報告のあと、

会計報告は適正であることが拍手で承認されました。 

(2) 2008 年度予算案 

会計（山口徳一氏）より2008年度予算案が提案され、承認されました。（なお、2008年度

の会員数は87名ですが、予算案に一部85名と誤記がありましたので訂正させていただきま

す。金額等その他には変更ありませんのでご了承お願い致します。） 

(3) 編集委員長（西條隆雄氏）より、『甲南英文学』への投稿方法に関して、原稿は事務局編

集委員長宛に 1部プリントアウトして郵送するとともに WORD ファイル形式（.doc）、ある

いはリッチテキスト形式(.rtf)で保存し、添付文書として Eメール、あるいは郵便で提出

するよう変更することが提案され、拍手で承認されました。 

（4） 幹事（安武留美）より、次年度より役員会メンバーには名簿を配布することが提案され、

役員の任期終了時には返却することを条件に、承認されました。 

（5） 新役員 

・ 中島信夫会長より青山義孝氏が新会長として推薦され、承認されました。新役員は以

下のとおりです。 

      会長    青山義孝 

副会長   和栗了 

幹事    中谷健太郎、沖野泰子、牧木綿子 

会計    鷲尾順子、水本有紀 

編集委員長 大森義彦 

大会委員長 福島彰利 

 （6）その他 

・ 2008 年度の院生評議員は、2007 年 3 月に卒業した田中庸平氏に代わって古川祐大氏が

務めていただいていることが報告されました。 

・ 2008 年度の会計を務めていただいています菅原美知恵氏がこの 9 月に渡仏されるため、

上宮真紀氏が交代してくださることが承認されました。 

 

 
2 個別研究発表 （2 号館 2 階 221、223 教室） 

[英語学] 2 号館 2 階 221 教室     司会:中谷健太郎（甲南大学） 

「“軽”前置詞(p*P)随伴と sluicing 構造」 

                    根之木 朋貴(甲南大学・非) 

「that 節への格付与について」 

      牧 木綿子（甲南大学・非） 

 



[英米文学・文化] 2 号館 2 階 223 教室 

司会：安武留美（甲南大学） 

      「19 世紀後半イギリス社会とブラスバンド運動―その拡大と変質―」 

上宮真紀 （甲南大学・院） 

司会：山﨑麻由美（神戸常盤大学） 

「『荒涼館』論―自己を犠牲にする女性の美徳と不徳―」 

      大森幸享（京都光華女子大学・非） 

司会：青山義孝（甲南大学） 

  「John Marshall Clemens の死体解剖の理由は？：Mark Twain と父親」 

           和栗 了（京都光華女子大学） 

 

 

３ 講演会（2 号館 2 階 221 教室） 

        司会：有村兼彬（甲南大学） 

「サステイナブルな地球と英語、そして母語としての日本語」 

       井出祥子先生（国際語用論学会会長、東北大学客員教授、日本女子大学名誉教授） 

 

講演者プロフィール 

専攻は言語学、対照語用論、社会言語学、異文化コミュニケーション、英語教育。単著

として『わきまえの語用論』(2006、大修館書店) 、『日本人とアメリカ人の敬語行動―

大学生の場合』（1986、南雲堂）、『「ことば」に見る女性―ちょっと待って、その「こと

ば」』(1998、東京女性財団) 、Aspects of Japanese Women’s Language（1998、くろし

お出版）、『女のことば男のことば 』(1979 年、日本経済通信社) などがあり、その他編

著、論文多数。学会活動も多岐にわたり、日本言語学会、日本英語学会の他、国際語用

論学会、アメリカ言語学会、ヨーロッパ言語学会会員で国際語用論学会の会長を務める。 

 

講演会に引き続き、懇親会が開かれ盛会のうちに散会となりました。 

 

４  編集委員会より 

『甲南英文学』第 24 号への論文投稿の締め切りは、例年通り 11 月 30 日（水）です。奮ってご

投稿下さい。投稿方法が上記のように変更されましたので、原稿は一部プリントアウトして事務

局編集委員長宛てに郵送するとともに、WORD ファイル形式（.doc）、あるいはリッチテキスト

形式(.rtf)で保存し、添付文書として<omori@center.konan-u.ac.jp>に E メール、あるいは郵

便で提出してください。 

 

５ 事務局より 

・評議員選挙 

今年度の評議員選挙の結果、以下の４名の方が新評議員として選出されました。 

評議員 A    竹中美奈子 

  評議員 B    福田稔 

  評議員 C    入学直哉 

学生評議員 上宮真紀 

   甲南大学からの評議委員は David Rycroft 氏となりました。 

 ・連絡先について 

   連絡先、御所属等に変更のある方は事務局までお知らせください。 

   メール： yasutake@center.konan-u.ac.jp 


